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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】
　

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第107期
第２四半期
連結累計期間

第108期
第２四半期
連結累計期間

第107期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (百万円) 81,150 98,719 197,092

経常利益 (百万円) 249 716 9,172

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(百万円) △130 291 5,763

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △76 79 6,606

純資産額 (百万円) 117,940 123,269 123,908

総資産額 (百万円) 179,208 197,501 200,116

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) △1.83 4.07 80.60

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 65.8 62.4 61.9

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △11 5,074 2,648

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △38 △8,063 △4,621

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △1,730 △1,100 △3,059

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 43,477 36,214 40,284
 

　

回次
第107期
第２四半期
連結会計期間

第108期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 10.20 12.46
 

　
(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いない。

２  売上高には、消費税等は含まれていない。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

４ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標

等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっている。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりである。

 
（設備工事業）

当社グループは、2021年６月11日に、SIGMA ENGINEERING JSCの全株式を取得し連結子会社としている。

 
この結果、2021年９月30日現在では、当社グループは、当社、親会社の東北電力㈱、連結子会社16社により構成さ

れることとなった。

なお、第１四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更している。

詳細については、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情

報」に記載している。
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第２ 【事業の状況】

 

「第２  事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示している。

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている以下の主要なリスクが発生している。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであ

る。

 
のれんの減損リスク

投資先企業の事業環境の変化により事業計画に大幅な修正が生じ、期待されるキャッシュ・フローが生み出せない

場合、のれんの減損損失が計上され、当社グループの経営成績及び財務状況等に影響を及ぼす可能性がある。

これらのリスクに対して、投資先企業の事業計画を定期的にモニタリングし、管理、指導・支援していく。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものである。

 （1）財政状態及び経営成績の状況

 ① 経営成績

当第２四半期におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染再拡大により、各地で緊急事態宣言の

発出やまん延防止等重点措置が適用され、社会経済活動が大きく制限された。これにより、個人消費や雇用情勢

に弱い動きがみられるなど、依然として厳しい状況で推移した一方、ワクチン接種が進むなか、設備投資や生産

など一部で回復基調がみられた。

建設業界においては、公共投資は堅調に推移し、民間設備投資は企業収益の改善基調を背景に持ち直しの動き

が続く状況となった。

このような状況のもと、当社は、中期経営方針に基づき、「関東圏での収益拡大」「リニューアル営業の強

化」「海外事業の強化」を柱に事業を展開している。

具体的に、関東圏においては、成長市場に強みを持つ顧客に対する営業強化を中心とした営業戦略を実践する

とともに、要員数・配置の見直し及び協力会社の体制強化などにより施工体制を構築し、収益の拡大に努めてい

る。

リニューアル工事については、施工物件の履歴情報活用等により、時宜を得たお客さまへの提案、設計・施工

からメンテナンス、維持・管理までのサービスをワンストップで提供することなどによる受注拡大に注力してい

る。

海外事業においては、現地社員の育成、サプライヤーへの交渉力強化等、ベトナム事業再強化施策を進めると

ともに、本年６月には、中期経営方針に掲げた「成長戦略に基づく投資枠300億円」の施策の一環として、ベト

ナム国大手設備エンジニアリング企業「SIGMA ENGINEERING JSC」を完全子会社化するなど、事業基盤の拡大に

取り組んでいる。

また、事業の拡大が見込まれる大型風力発電工事の受注拡大、情報通信部門の５Ｇ関連工事等の受注獲得に向

け、積極的な営業活動を展開している。

さらに、お客さまから分かりやすい営業体制・効率的な業務推進体制構築等を目的に本部体制を見直し、一般

工事の受注拡大をはかっている。

加えて、働き方改革の一環として生産性向上をはかるため、ＩＴ化の推進や継続的な業務見直しなど、効率的

な業務運営の基盤づくりに取り組んでいるところである。
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当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、受注工事高は、再生可能エネルギー関連工事や配電線な

どの東北電力グループ向け工事が増加したことなどにより、118,319百万円（個別ベース）となり、前第２四半

期連結累計期間に比べ13,904百万円（13.3％）の増加となった。また、売上高は、受注工事高の増加理由に加

え、当第２四半期連結会計期間よりSIGMA ENGINEERING JSCの損益を連結したことなどにより、98,719百万円と

なり、前第２四半期連結累計期間に比べ17,568百万円（21.6％）の増収となった。

利益面については、営業利益は423百万円となり、前第２四半期連結累計期間に比べ418百万円の増益、経常利

益は716百万円となり、前第２四半期連結累計期間に比べ467百万円の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益

は291百万円となり、前第２四半期連結累計期間に比べ421百万円の増益となった。

 

セグメント別の業績は、次のとおりである。

 

（設備工事業）

当社グループの中核をなす設備工事業の業績は、外部顧客への売上高は97,034百万円となり、前第２四半期連

結累計期間に比べ17,716百万円（22.3％）の増収、セグメント損失は75百万円（前第２四半期連結累計期間はセ

グメント損失413百万円）となった。

 
（リース事業）

リース事業は、車両・事務用機器・工事用機械等のリースを中心に、外部顧客への売上高は847百万円とな

り、前第２四半期連結累計期間に比べ183百万円（△17.8％）の減収、セグメント利益は70百万円となり、前第

２四半期連結累計期間に比べ18百万円（△21.0％）の減益となった。

 
（警備業）

警備業は、建設現場等における交通誘導並びに施設警備を中心に、外部顧客への売上高は276百万円となり、

前第２四半期連結累計期間に比べ27百万円（10.8％）の増収、セグメント利益は215百万円となり、前第２四半

期連結累計期間に比べ19百万円（△8.2％）の減益となった。

 
（電気事業）

電気事業は、太陽光発電による電気の卸供給により、外部顧客への売上高は118百万円となり、前第２四半期

連結累計期間に比べ0百万円（0.7％）の増収、セグメント利益は61百万円となり、前第２四半期連結累計期間に

比べ20百万円（50.2％）の増益となった。

 
（廃棄物処理業）

廃棄物処理業は、廃棄物処理及び伐採木のリサイクル製品の製造・販売により、外部顧客への売上高は24百万

円となり、前第２四半期連結累計期間に比べ15百万円（161.3％）の増収、セグメント利益は91百万円となり、

前第２四半期連結累計期間に比べ46百万円（102.0％）の増益となった。

 
（その他）

 その他の事業は、不動産業及び製造業を含んでおり、外部顧客への売上高は417百万円となり、前第２四半期

連結累計期間に比べ8百万円（△1.9％）の減収、セグメント利益は83百万円となり、前第２四半期連結累計期間

に比べ15百万円（23.1％）の増益となった。

 

なお、第１四半期連結会計期間において「設備工事業」及び「警備業」を報告セグメントとして記載していた

が、当第２四半期連結会計期間においては、「その他」に含まれていた「リース事業」「電気事業」「廃棄物処

理業」について量的な重要性が増したため、報告セグメントとして記載する方法に変更している。詳細について

は、「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等） セグメント情報」に記載

している。
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 ② 財政状態

資産合計は、197,501百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,615百万円減少した。これは、のれんが4,138

百万円増加した一方、現金預金が5,063百万円、受取手形・完成工事未収入金等が5,061百万円減少したことなど

によるものである。

負債合計は、74,231百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,976百万円減少した。これは、支払手形・工事

未払金等が1,854百万円減少したことなどによるものである。

純資産合計は、123,269百万円となり、前連結会計年度末に比べ638百万円減少した。これは、親会社株主に

帰属する四半期純利益291百万円の計上による増加及び配当金715百万円の支払による減少などによるものであ

る。

 
 （2）キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローについては、売上債権の減少による収入が11,305百万円、減価償却費が

2,041百万円となった一方、仕入債務の減少による支出が4,494百万円、法人税等の支払額が3,412百万円となった

ことなどにより、全体では5,074百万円の収入（前第２四半期連結累計期間は11百万円の支出）となった。前第２

四半期連結累計期間に比べ5,086百万円の資金増加となったが、その主な要因は仕入債務の減少による支出が

7,373百万円減少、未成工事支出金の減少額が4,449百万円増加した一方、売上債権が7,102百万円減少したことな

どによるものである。

投資活動によるキャッシュ・フローについては、SIGMA ENGINEERING JSCを連結子会社化したことによる連結の

範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出が4,462百万円、事業用の土地、建物及び機械装置等の有形固定資

産の取得による支出が2,153百万円、グループファイナンスへの預け金の預入による支出（純額）が1,000百万円

となったことなどにより、全体では8,063百万円の支出（前第２四半期連結累計期間は38百万円の支出）となっ

た。前第２四半期連結累計期間に比べ8,024百万円の資金減少となったが、その主な要因は連結の範囲の変更を伴

う子会社株式の取得による支出が4,176百万円の増加、預け金の払戻による収入（純額）が1,600百万円の減少、

有形固定資産の取得による支出が978百万円増加したことなどによるものである。

財務活動によるキャッシュ・フローについては、配当金の支払額が714百万円、連結子会社によるリース用資産

取得のための長期借入金の返済による支出（純額）が629百万円となったことなどにより、全体では1,100百万円

の支出（前第２四半期連結累計期間は1,730百万円の支出）となった。前第２四半期連結累計期間に比べ630百万

円の資金増加となったが、その主な要因は長期借入れによる収入が400百万円、短期借入金の増加額が255百万円

となったことなどによるものである。

以上の項目に換算差額を調整した結果、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会

計年度末に比べ4,070百万円減少し、残高は36,214百万円となった。

 
 （3）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等に重要な変更はない。

 
 （4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更及び新たに生じた課題はない。

 

 （5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は、43百万円であった。

なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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 （6）従業員数

当第２四半期連結累計期間においてSIGMA ENGINEERING JSCを連結子会社化したことなどにより、設備工事業の

従業員数は前連結会計年度末に比べ870名増加し、5,299名となっている。

 なお、従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループ

への出向者を含む。）である。

 

 （7）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

建設業界においては、公共投資は底堅く推移していくことが見込まれ、民間設備投資は、不透明感が残るもの

の、企業収益の改善基調等を背景に持ち直しの動きが続くことが期待される。

以上のような経営環境のもと、当社は、中期経営方針に基づく４つの主要施策（力点）により、生産性の向上

及び受注拡大をはかり、定量目標達成に向け取り組んでいく。

 

《2021年度中期経営方針（2021～2025年度）》

[中期基本目標]

能動的な行動と変革への挑戦で新たな時代を築く

～環境変化への適応とスピードある経営の実現～

[定量目標（2025年度）]

 （連結）売上高2,400億円/営業利益120億円

 （個別）売上高2,200億円/営業利益100億円

[成長戦略に基づく投資枠]

2024年度までに300億円

 
[主要課題]

 ①安全確保、施工品質及び企業倫理・法令遵守の意識向上、取り組みの定着・徹底

 ②電力発注量減少に対応した効率化の深掘りと一般受注拡大に向けた営業強化・原価の低減

 ③戦略的な経営資源の配分、投資の具現化による成長市場の取り込み

 ④当社の強みを活かした「東北電力グループ中長期ビジョン」への取り組みによる収益拡大

 ⑤人財育成、生産性向上、業務変革継続による企業体質強化と働き方改革への対応

 
[主要施策（力点）]

力点①：グループ大での「安全・品質・信頼」の共有と実践

力点②：地域との信頼関係強化と事業環境変化への対応

◎東北・新潟のお客さまとの信頼関係維持・強化をベースとした事業展開

◎東北電力の法的分離などに対応した電力インフラ本部の収益確保

力点③：成長分野への展開加速による企業価値の向上

力点④：成長を支える人財の育成と業務変革の継続

◎成長を支える人財の育成と施工体制の構築

◎業務変革の継続による競争力強化と働き方改革への対応

 
 （8）経営者の問題認識と今後の方針について

当社は、「お客さまの心ゆたかな価値の創造に協力し、社会の発展に貢献します」を企業理念に掲げ、電力安

定供給への貢献という社会的使命を果たしつつ、総合設備エンジニアリング企業としてお客さまに満足していた

だける商品を提供し、社会生活・文化の向上に寄与することにより「企業価値の向上」を実現していく方針であ

る。

なお、中期経営計画における主要課題及び主要施策（力点）は、「第２ 事業の状況 ２ 経営者による財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析（7）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現

状と見通し」に記載しているとおりである。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 72,224,462 72,224,462
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数 100株

計 72,224,462 72,224,462 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項なし。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項なし。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2021年７月１日～
2021年９月30日

― 72,224 ― 7,803 ― 7,812
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(5) 【大株主の状況】

 

2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東北電力㈱ 仙台市青葉区本町一丁目７番１号 29,915 41.83

ユアテック従業員持株会 仙台市宮城野区榴岡四丁目１番１号 5,688 7.95

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信
託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 4,279 5.98

㈱日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海一丁目８番12号 1,460 2.04

日本生命保険相互会社（常任代理人
日本マスタートラスト信託銀行㈱）

東京都千代田区丸の内一丁目６番６号
（東京都港区浜松町二丁目11番３号）

1,381 1.93

DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO
（常任代理人 シティバンク、エヌ・
エイ東京支店）

PALISADES WEST 6300, BEE CAVE ROAD
BUILDING ONE AUSTIN TX 78746 US
（東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

1,069 1.50

㈱七十七銀行（常任代理人 ㈱日本カ
ストディ銀行）

仙台市青葉区中央三丁目３番20号
（東京都中央区晴海一丁目８番12号）

942 1.32

STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY 505001（常任代理人 ㈱みず
ほ銀行決済営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101
U.S.A.（東京都港区港南二丁目15番１号 品
川インターシティＡ棟）

529 0.74

明治安田生命保険相互会社（常任代理
人 ㈱日本カストディ銀行）

東京都千代田区丸の内二丁目１番１号
（東京都中央区晴海一丁目８番12号）

459 0.64

㈱日本カストディ銀行（信託口９） 東京都中央区晴海一丁目８番12号 415 0.58

計 ― 46,141 64.52
 

(注) 上記株主名又は名称の表記は、総株主通知に基づいて記載している。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式 711,900
 

― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式 71,416,400
 

714,164 ―

単元未満株式  普通株式 96,162
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 72,224,462 ― ―

総株主の議決権 ― 714,164 ―
 

(注) １「完全議決権株式(その他)」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が600株(議決権６個)含まれている。

    ２「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式32株及び㈱証券保管振替機構名義の株式30株が含まれてい

      る。

 

② 【自己株式等】

2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱ユアテック

仙台市宮城野区榴岡
四丁目１番１号

711,900 ― 711,900 0.99

計 ― 711,900 ― 711,900 0.99
 

(注) 当社所有の単元未満株式32株は、上記所有株式数に含めていない。

 

２ 【役員の状況】

該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載している。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 39,006 33,942

  受取手形・完成工事未収入金等 64,060 58,998

  電子記録債権 6,390 5,240

  未成工事支出金 2,992 2,681

  その他 18,932 22,805

  貸倒引当金 △42 △25

  流動資産合計 131,340 123,642

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物（純額） 20,372 19,932

   土地 18,021 17,960

   その他（純額） 8,617 8,761

   有形固定資産合計 47,011 46,655

  無形固定資産   

   のれん 643 4,781

   その他 1,265 1,432

   無形固定資産合計 1,908 6,214

  投資その他の資産   

   その他 20,006 21,140

   貸倒引当金 △150 △151

   投資その他の資産合計 19,855 20,988

  固定資産合計 68,775 73,858

 資産合計 200,116 197,501
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 30,076 28,222

  電子記録債務 8,803 8,574

  短期借入金 2,969 6,424

  工事損失引当金 438 400

  役員賞与引当金 88 －

  その他 11,955 7,633

  流動負債合計 54,331 51,254

 固定負債   

  長期借入金 4,340 4,068

  役員退職慰労引当金 150 148

  退職給付に係る負債 15,666 15,826

  その他 1,719 2,933

  固定負債合計 21,876 22,976

 負債合計 76,207 74,231

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,803 7,803

  資本剰余金 7,849 7,849

  利益剰余金 109,131 108,716

  自己株式 △376 △376

  株主資本合計 124,408 123,993

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 162 121

  土地再評価差額金 △2,147 △2,156

  為替換算調整勘定 18 △102

  退職給付に係る調整累計額 1,423 1,367

  その他の包括利益累計額合計 △543 △770

 非支配株主持分 43 46

 純資産合計 123,908 123,269

負債純資産合計 200,116 197,501
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

  【四半期連結損益計算書】

 【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 81,150 98,719

売上原価 72,353 88,575

売上総利益 8,796 10,143

販売費及び一般管理費 ※1  8,790 ※1  9,719

営業利益 5 423

営業外収益   

 受取利息 88 104

 受取賃貸料 131 114

 その他 136 197

 営業外収益合計 357 417

営業外費用   

 支払利息 3 85

 為替差損 75 －

 その他 34 39

 営業外費用合計 113 124

経常利益 249 716

特別利益   

 固定資産売却益 0 0

 投資有価証券売却益 － 330

 受取補償金 5 －

 特別利益合計 5 331

特別損失   

 減損損失 2 60

 固定資産撤去費 8 28

 その他 26 23

 特別損失合計 38 112

税金等調整前四半期純利益 216 935

法人税、住民税及び事業税 326 786

法人税等調整額 14 △148

法人税等合計 341 637

四半期純利益又は四半期純損失（△） △125 297

非支配株主に帰属する四半期純利益 5 5

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△130 291
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △125 297

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 73 △40

 為替換算調整勘定 0 △120

 退職給付に係る調整額 △24 △56

 その他の包括利益合計 48 △217

四半期包括利益 △76 79

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △81 73

 非支配株主に係る四半期包括利益 5 5
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 216 935

 減価償却費 2,169 2,041

 減損損失 2 60

 のれん償却額 14 141

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △120 △15

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 144 73

 工事損失引当金の増減額（△は減少） 74 △38

 災害損失引当金の増減額（△は減少） △24 －

 受取利息及び受取配当金 △111 △133

 支払利息 3 85

 為替差損益（△は益） 73 △34

 有形固定資産売却損益（△は益） 1 △0

 投資有価証券売却損益（△は益） － △330

 売上債権の増減額（△は増加） 18,408 11,305

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △4,102 346

 仕入債務の増減額（△は減少） △11,867 △4,494

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 498 △343

 その他 △3,534 △1,163

 小計 1,844 8,437

 利息及び配当金の受取額 117 135

 利息の支払額 △3 △84

 法人税等の支払額 △1,970 △3,412

 営業活動によるキャッシュ・フロー △11 5,074

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △300 △748

 定期預金の払戻による収入 1,300 592

 預け金の預入による支出 △9,700 △9,800

 預け金の払戻による収入 10,300 8,800

 有価証券の取得による支出 △1,999 －

 有価証券の売却及び償還による収入 1,999 1,000

 有形固定資産の取得による支出 △1,175 △2,153

 有形固定資産の売却による収入 0 0

 無形固定資産の取得による支出 △78 △296

 投資有価証券の取得による支出 △3,001 △2,502

 投資有価証券の売却及び償還による収入 3,000 2,052

 長期貸付金の回収による収入 17 144

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△285 △4,462

 その他 △117 △689

 投資活動によるキャッシュ・フロー △38 △8,063
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） － 255

 リース債務の返済による支出 △9 △9

 長期借入れによる収入 600 1,000

 長期借入金の返済による支出 △1,605 △1,629

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 自己株式の売却による収入 － 0

 配当金の支払額 △714 △714

 非支配株主への配当金の支払額 △1 △2

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,730 △1,100

現金及び現金同等物に係る換算差額 △43 18

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,823 △4,070

現金及び現金同等物の期首残高 45,301 40,284

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  43,477 ※1  36,214
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間において、当社グループはSIGMA ENGINEERING JSCの全株式を取得し、連結の範囲に含め

ている。なお、みなし取得日を2021年３月31日としており、かつ当社と被取得企業との四半期連結決算日との差異が

３か月を超えないことから、第１四半期連結会計期間は貸借対照表のみを連結し、当第２四半期連結会計期間より損

益計算書を連結している。
 

 

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとした。これにより、工事契約に関して、従来

は、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる工事には工事進行基準を、その他の工事については工事完成

基準を適用していたが、全ての工事について履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法

に変更している。履行義務の充足に係る進捗度の見積りは、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想さ

れる工事原価の合計に占める割合に基づいて行っている。なお、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ること

ができないが、当該履行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれる工事については、原価回収基

準を適用している。また、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がご

く短い工事契約については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足し

た時点で収益を認識している。

商品販売等に係る収益について、従来は、総額で収益を認識していたが、顧客への財又はサービスの提供における

役割（本人又は代理人）を判断した結果、純額で収益を認識する方法に変更している。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用している。ただし、収益認識会計基

準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべて

の収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用していない。

この結果、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微である。また、利益剰余金の当期

首残高に与える影響はない。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形・完成工事未収入金等」は、第１四半期連結会計期間より「契約資産」を含めて表示することとした。な

お、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により

組替えを行っていない。さらに、「四半期連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31

日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を

分解した情報を記載していない。

 
（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとした。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はない。
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(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

税金費用の計算

 
 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算している。ただし、当該見積実効税率を用いて税金

費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する

方法によっている。
 

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の感染状況や収束時期等を

含む仮定について重要な変更はない。
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりである。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

従業員給料手当 4,371百万円 4,427百万円

退職給付費用 308 298 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

現金預金勘定 36,390百万円 33,942百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △381 △909

担保に供している定期預金 ― △16

取得日から３か月以内に償還期限の到来
する電子記録債権

469 697

取得日から３か月以内に償還期限の到来
する有価証券

4,999 1,000

取得日から３か月以内に償還期限の到来
する流動資産（その他）

2,000 1,500

現金及び現金同等物 43,477 36,214
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月24日
定時株主総会

普通株式 715 10.00 2020年３月31日 2020年６月25日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年10月27日
取締役会

普通株式 715 10.00 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金
 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月24日
定時株主総会

普通株式 715 10.00 2021年３月31日 2021年６月25日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年10月27日
取締役会

普通株式 715 10.00 2021年９月30日 2021年12月１日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
 (注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

設備
工事業

リース
事業

警備業
電気
事業

廃棄物
処理業

計

売上高           

外部顧客への売上高 79,317 1,031 249 117 9 80,725 425 81,150 ― 81,150

セグメント間の内部
売上高又は振替高

17 2,154 2,985 ― 219 5,376 569 5,945 △5,945 ―

計 79,335 3,185 3,234 117 228 86,101 994 87,096 △5,945 81,150

セグメント利益又は
損失(△)

△413 88 234 40 45 △4 67 63 △57 5
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産業及び製造業を含ん

でいる。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去である。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
 (注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

設備
工事業

リース
事業

警備業
電気
事業

廃棄物
処理業

計

売上高           

外部顧客への売上高 97,034 847 276 118 24 98,302 417 98,719 ― 98,719

セグメント間の内部
売上高又は振替高

24 2,177 3,105 ― 255 5,563 686 6,250 △6,250 ―

計 97,059 3,025 3,382 118 279 103,865 1,104 104,969 △6,250 98,719

セグメント利益又は
損失(△)

△75 70 215 61 91 363 83 446 △22 423
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産業及び製造業を含ん

でいる。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去である。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２　報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間において「設備工事業」及び「警備業」を報告セグメントとして記載していたが、

当第２四半期連結会計期間においては、「その他」に含まれていた「リース事業」「電気事業」「廃棄物処理

業」について量的な重要性が増したため、報告セグメントとして記載する方法に変更している。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記載し

ている。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

       （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
(注)

合計
設備
工事業

リース
事業

警備業
電気
事業

廃棄物
処理業

計

 一時点で移転される財 43,182 73 ― ― ― 43,255 6 43,262

　一定の期間にわたり移転される財 53,851 ― 276 118 24 54,271 410 54,681

顧客との契約から生じる収益 97,034 73 276 118 24 97,527 417 97,944

その他の収益 ― 774 ― ― ― 774 ― 774

外部顧客への売上高 97,034 847 276 118 24 98,302 417 98,719
 

 (注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産業及び製造業を含んで

     いる。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
 至 2021年９月30日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)(円)

△1.83 4.07

 （算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(百万円)

△130 291

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(百万円)

△130 291

普通株式の期中平均株式数(千株) 71,512 71,512
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

(重要な後発事象)

該当事項なし。

 

２ 【その他】

 中間配当に関する取締役会の決議は、次のとおりである。

(1)  決議年月日 2021年10月27日

(2)  中間配当金総額 715百万円

(3)  １株当たりの額 10.00円

(4)  支払請求の効力発生日及び支払開始日 2021年12月１日
 

(注) 2021年９月30日現在の最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、支払いを行

う。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年11月８日

 株 式 会 社 ユ ア テ ッ ク

取 締 役 会  御 中

 

EY新日本有限責任監査法人

仙　 　台　 　事　 　務　 　所
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐 藤     晶  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大 倉  克 俊  

 

 
 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユア

テックの2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユアテック及び連結子会社の2021年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以   上

 
 

（注）１ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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